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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　木部の表面にシェラックニス層が形成され、前記シェラックニス層が加熱硬化されてな
ることを特徴とする楽器。
【請求項２】
加熱硬化されたシェラックニス層の上にオイルニス層が形成されてなることを特徴とする
請求項１記載の楽器。
【請求項３】
　楽器が、楽弓、擦弦楽器または撥弦楽器とされてなることを特徴とする請求項１また２
記載の楽器。
【請求項４】
　木部の表面にシェラックニス層を形成する工程と、前記シェラックニス層を加熱硬化さ
せる工程とを含むことを特徴とする楽器の作成法。
【請求項５】
　加熱硬化させられたシェラックニス層の上にオイルニス層を形成する工程が付加されて
いることを特徴する請求項４記載の楽器の作成法。
【請求項６】
　加熱温度が摂氏３１０度を超えないようにされていることを特徴とする請求項４記載の
楽器の作成法。
【請求項７】
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　加熱温度が摂氏２００度を下回らないようにされていることを特徴とする請求項６記載
の楽器の作成法。
【請求項８】
　加熱の際のずれを防止するために接着部をクランプする工程が付加されていることを特
徴する請求項４記載の楽器の作成法。
【請求項９】
　所定期間の養生をなす工程が付加されていることを特徴とする請求項４また５記載の楽
器の作成法。
【請求項１０】
　楽器が、楽弓、擦弦楽器または撥弦楽器とされていることを特徴とする請求項４また５
記載の楽器の作成法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は楽器およびその作成法に関する。さらに詳しくは、倍音成分が増加し音質およ
び迫力が向上してなる楽器およびその作成法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、楽弓、擦弦楽器、撥弦楽器などの楽器においては、楽器の木部表面は、楽器
の保護、美観の向上および音質の向上を目的としていわゆるニスと称される塗料による塗
装がなされている。
【０００３】
　使用されるニスには、亜熱帯に生息する昆虫の分泌物、シェラックを主成分として弾力
性を付与するために少量のゴムを添加したものをアルコールに溶解してなるシェラックニ
ス(アルコールニス)と、松脂を主成分として弾力性を付与するために少量のゴムを添加し
たものをテレピン油などのオイルに溶解してなるニス(オイルニス)とが存在する。
【０００４】
また、バイオリン等においては、高い周波数の倍音を出現させることにより、格別の美し
い音色および迫力を出現させることができることが知られている。
【０００５】
　しかしながら、塗装をいかにすれば高い周波数の倍音を出現させることができるかは知
られていない。
【０００６】
　なお、特許文献１においては、楽器の美観を向上させるとともに音質の向上を図ること
を目的とした擦弦楽器用塗料組成物および塗膜構造の提案がなされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－３１６１６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明はかかる従来技術の課題に鑑みなされたものであって、塗装により高い周波数の
倍音が出現可能とされた楽器およびその作成法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の楽器は、木部の表面にシェラックニス層が形成され、前記シェラックニス層が
加熱硬化されてなることを特徴とする。
【００１０】
本発明の楽器においては、加熱硬化されたシェラックニス層の上にオイルニス層が形成さ
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れていてもよい。
【００１１】
　一方、本発明の楽器の作成法は、木部の表面にシェラックニス層を形成する工程と、前
記シェラックニス層を加熱硬化させる工程とを含むことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の楽器の作成法においては、加熱硬化させられたシェラックニス層の上にオイル
ニス層を形成する工程が付加されていてもよい。
【００１３】
　また、本発明の楽器の作成法においては、加熱温度が摂氏３１０度を超えないようにさ
れているのが好ましい。その場合、加熱温度が摂氏２００度を下回らないようにされてい
るのがさらに好ましい。
【００１４】
　また、本発明の楽器の作成法においては、加熱の際のずれを防止するために接着部をク
ランプする工程が付加されているのが好ましい。
【００１５】
　また、本発明の楽器の作成法においては、所定期間の養生をなす工程が付加されている
のが好ましい。
【００１６】
　しかして、本発明においては、楽器は、楽弓、擦弦楽器または撥弦楽器とされる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は前記の如く構成されているので、倍音成分が増加し音質および迫力が向上する
という優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の楽器の作成法の概略図である。
【図２】本発明の実施形態１ないし３に係る楽器の作成法のフローチャートである。
【図３】本発明の実施形態４係る楽器の作成法のフローチャートである。
【図４】主クランプの概略図である。
【図５】側板クランプの概略図である。
【図６】試験例１および比較試験例１の波形を示すグラフ図である。
【図７】試験例２および比較試験例２の波形を示すグラフ図である。
【図８】試験例３および比較試験例３の波形を示すグラフ図である。
【図９】試験例４および比較試験例４の波形を示すグラフ図である。
【図１０】試験例５および比較試験例５の波形を示すグラフ図である。
【図１１】試験例６および比較試験例６の波形を示すグラフ図である。
【図１２】試験例７および比較試験例７の波形を示すグラフ図である。
【図１３】試験例８および比較試験例８の波形を示すグラフ図である。
【図１４】試験例９および比較試験例９の波形を示すグラフ図である。
【図１５】試験例１０および比較試験例１０の波形を示すグラフ図である。
【図１６】試験例１１および比較試験例１１の波形を示すグラフ図である。
【図１７】試験例１２および比較試験例１２の波形を示すグラフ図である。
【図１８】試験例１３および比較試験例１３の波形を示すグラフ図である。
【図１９】試験例１４および比較試験例１４の波形を示すグラフ図である。
【図２０】試験例１５および比較試験例１５の波形を示すグラフ図である。
【図２１】試験例１６および比較試験例１６の波形を示すグラフ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付図面を参照しながら本発明を実施形態に基づいて説明するが、本発明はかか
る実施形態のみに限定されるものではない。
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【００２０】
　概要
　本発明は、シェラックをアルコールに溶解させたシェラックニスを、楽弓、擦弦楽器、
撥弦楽器などの楽器の木部に塗布し(図１（ａ）参照)、ついで所定の加熱処理(図１（ｂ
）参照)によりシェラックニスを硬化させてニス層を形成して音質の向上を図るものであ
る。なお、前記説明から明らかなように、本明細書においては「楽器」は「楽弓」を含む
ものとする。
【００２１】
　実施形態１
　図２を参照しながら、本発明の実施形態１に係る楽器の作成法について説明する。なお
、本実施形態において、楽器は楽弓とされている。また、図中の符号Ｓ１ないしＳ５は、
ステップ番号を示す。
【００２２】
　ステップ１：シェラックをアルコールに溶解してなるシェラックニスを木棹表面に下塗
りする。下塗りは、刷毛塗りまたはタンポ擦りにより行う。
【００２３】
　ステップ２：下塗りと同じシェラックニスにより上塗りする。上塗りは、下塗りと同様
に刷毛塗りまたはタンポ擦りにより行う。
【００２４】
　ステップ３：上塗りした木棹表面をヒートガンにより加熱してシェラックニスを硬化さ
せる。加熱は、加熱温度が摂氏３１０度を超えないよう加熱時間、およびヒートガンと木
棹との距離を２ｃｍから５ｃｍの間に調節しながら行う。
【００２５】
　ステップ４：過乾燥を防止するため水砥ぎする。
【００２６】
　ステップ５：所定期間養生する。加熱による木棹の含水率の低下を排除するためである
。なお、所定期間は、６０日以上とするのが好ましい。
【００２７】
　得られた楽弓によりバイオリンのＡ線およびＥ線の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、
解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べた。その結果、発音が従前のものに比して明瞭と
なって音質の向上が認められた。
【００２８】
　実施形態２
　図２を参照しながら、本発明の実施形態２に係る楽器の作成法について説明する。なお
、本実施形態において、楽器はバイオリンとされている。
【００２９】
　ステップ１：シェラックをアルコールに溶解してなるシェラックニスを表板および裏板
に下塗りする。下塗りは、刷毛塗りまたはタンポ擦りにより行う。
【００３０】
　ステップ２：下塗りと同じシェラックニスにより上塗りする。上塗りは、下塗りと同様
に刷毛塗りまたはタンポ擦りにより行う。
【００３１】
　ステップ３：上塗りした表板および裏板をヒートガンにより加熱してシェラックニスを
硬化させる。加熱は、加熱温度が摂氏３１０度を超えないよう加熱時間、およびヒートガ
ンと表板および裏板との距離を調節しながら行う。なお、加熱・硬化工程の詳細について
は後述する。
【００３２】
　ステップ４：過乾燥を防止するため水砥ぎする。
【００３３】
　ステップ５：所定期間養生する。加熱による表板、側板および裏板の含水率低下を排除
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するためである。なお、所定期間は、６０日以上とするのが好ましい。
【００３４】
　得られたバイオリンのＡ線およびＥ線の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフト
ａｕｄａｃｉｔｙにより調べた。その結果、発音が従前のものに比して明瞭となって音質
の向上が認められた。
【００３５】
　実施形態３
　図２を参照しながら、本発明の実施形態３に係る楽器の作成法について説明する。なお
、本実施形態において、楽器はギターとされている。
【００３６】
　ステップ１：シェラックをアルコールに溶解してなるシェラックニスを表板および裏板
に下塗りする。下塗りは、刷毛塗りまたはタンポ擦りにより行う。
【００３７】
　ステップ２：下塗りと同じシェラックニスにより上塗りする。上塗りは、下塗りと同様
に刷毛塗りまたはタンポ擦りにより行う。
【００３８】
　ステップ３：上塗りした表板および裏板をヒートガンにより加熱してシェラックニスを
硬化させる。加熱は、加熱温度が摂氏３１０度を超えないよう加熱時間、およびヒートガ
ンと表板および裏板との距離を調節しながら行う。なお、加熱・硬化工程の詳細について
は後述する。
【００３９】
　ステップ４：過乾燥を防止するため水砥ぎする。
【００４０】
　ステップ５：所定期間養生する。加熱による表板、側板および裏板の含水率低下を排除
するためである。なお、所定期間は、６０日以上とするのが好ましい。
【００４１】
　得られたギターのＡ線およびＥ線の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕ
ｄａｃｉｔｙにより調べた。その結果、発音が従前のものに比して明瞭となって音質の向
上が認められた。
【００４２】
　実施形態４
　図３を参照しながら、本発明の実施形態４に係る楽器の作成法について説明する。なお
、本実施形態において、楽器はバイオリンとされている。また、図中の符号Ｓ１１ないし
Ｓ１６は、ステップ番号を示す。
【００４３】
　ステップ１１：シェラックをアルコールに溶解してなるシェラックニスによりバイオリ
ンの表板および裏板を下塗りする。下塗りは、刷毛塗りまたはタンポ擦りにより行う。
【００４４】
　ステップ１２：表板および裏板が吸収しきれなかった余分のシェラックニスをアルコー
ルを含浸させた布で払拭して除去した後に乾燥させる。乾燥時間は、３０分程度とする。
【００４５】
　ステップ１３：下塗りした表板および裏板をヒートガンにより加熱してシェラックニス
を硬化させる。
【００４６】
　ステップ１４：過乾燥を防止するため水砥ぎする。
【００４７】
　ステップ１５：オイルニスを上塗して完成させる。上塗りは、刷毛塗りまたはタンポ擦
りにより行う。
【００４８】
　ステップ１６：所定期間養生する。加熱による影響を排除するためである。なお、所定
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期間は、６０日以上とするのが好ましい。
【００４９】
完成したバイオリンのＡ線およびＥ線の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａ
ｕｄａｃｉｔｙにより調べた。その結果、発音が従前のものに比して明瞭となって音質の
向上が認められた。
【００５０】
　加熱・硬化工程の詳細
加熱する際のヒートガンの先端と表板および裏板との距離は、５ｃｍを超えないようにす
る。距離は、好ましくは２ｃｍないし５ｃｍとする。また、ヒートガンによる加熱は加熱
温度が摂氏３１０度を超えないようにする。加熱温度は、好ましくは摂氏２００度ないし
摂氏３１０度とする。温度測定は、例えば、赤外線温度計により測定する。
【００５１】
　加熱は、接着部分および矧ぎ合わせ部分が加熱されないよう外表面の７割程度とし、ま
た接着面を押し合うようにするため主クランプ１０(図４参照)により板の接着部分を挟み
込んだ状態で行う。
【００５２】
　主クランプ１０は、図４に示すように、上部クランプ部材１１と、下部クランプ部材１
２と、上部クランプ部材１１と下部クランプ部材１２と連結する連結部材１３とを含むも
のとされる。
【００５３】
　上部クランプ部材１１は概略ロッド状とされ、上部クランプ部１１ａと、上部クランプ
部１１ａを螺進退させるためのネジ部１１ｂと、把持部１１ｃとを含むものとされる。
【００５４】
下部クランプ部材１２は概略Ｌ字状とされ、下部クランプ部１２ａと、下部水平腕部１２
ｂと、垂直ガイド部１２ｃとを含むものとされる。
【００５５】
　連結部材１３は明瞭には図示はされていないが、二つの円板を帯材で連結した形状とさ
れ、ネジ部１１ｂに螺合される雌ネジを有する推進部１３ａと、垂直ガイド部１２ｃとス
ライドに自在に係合する透孔を有するガイド部１３ｂと、推進部１３ａとガイド部１３ｂ
とを連結する連結部１３ｃとを含むものとされる。
【００５６】
　また、バイオリンの側板およびギターの側板の加熱にはガンの口を細い口に付け替えて
行う。
【００５７】
　さらに、バイオリン側板とバイオリン表板およびバイオリン裏板との接着面をクランプ
するために側板クランプ２０を用いる(図５参照)。
【００５８】
　側板クランプ２０は、図５に示すように、一対のターンバックル２１，２１を中心とし
て、ターンバックル２１の下部に螺合する一対の下側ネジ部材２２，２２と、ターンバッ
クル２１の上部に螺合する逆Ｌ字状とされた一対の上側ネジ部材２３，２３と、下側ネジ
部材２２の下端に接合しバイオリン下板と当接するベース２４と、上側ネジ部材２３の水
平部２３ａに係合する衝立２６とを含むものとされる。
【００５９】
衝立２６は、ヒートガンからの熱風により側板クランプ２０の上側ネジ部材２３が加熱さ
れてヒートブリッジが形成されるのを避けるためのものである。
【００６０】
　試験例１および比較試験例１
　実施形態1の作成法にしたがって楽弓を得た。すなわち、楽弓の木棹に下塗りおよび上
塗りをシェラックニスにより行い、ヒートガンにより加熱し、ついで所定期間養生し、し
かる後に弦を張って楽弓を得た。得られた楽弓によりバイオリンのＡ線のフォルテ状態の
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発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、その結果を
図６の上部に示す(試験例１)。
【００６１】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にして楽弓を得た。得られた楽弓によりバイ
オリンのＡ線のフォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃ
ｉｔｙにより調べ、その結果を図６の下部に示す(比較試験例１)。
【００６２】
　なお、図６において、横軸は時間を示し、縦軸は音強を示す。このことは、以下の図に
おいても同様とする。
【００６３】
　図６より、試験例１の波形は比較試験例１に比して波形およびそのピークが鋭い偏角を
有しているのが認められる。これは、第２倍音より高音側の倍音成分が増加したためと推
察される。
【００６４】
　試験例２および比較試験例２
　実施形態1の作成法にしたがって楽弓を得た。得られた楽弓によりバイオリンのＡ線の
ピアノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ
、その結果を図７の上部に示す(試験例２)。
【００６５】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にして楽弓を得た。得られた楽弓によりバイ
オリンのＡ線のピアノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉ
ｔｙにより調べ、その結果を図７の下部に示す(比較試験例２)。
【００６６】
　図７より、試験例２の波形は比較試験例２に比して波形が鋭い偏角を有し、しかも縦軸
に関して線対称であるのが認められる。この現象は、基音および第１倍音、低音側の倍音
成分に対する第２倍音より高音側の倍音成分が一定以上比を超えた場合に認められるもの
である。これらのことから、高音側の倍音成分が増加したものと推察される。つまり、第
２倍音より高音側の倍音成分が一定以上の卓越した倍音構造に変化したものと推察される
。
【００６７】
　試験例３および比較試験例３
　実施形態1の作成法にしたがって楽弓を得た。得られた楽弓によりバイオリンのＥ線の
フォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調
べ、その結果を図８の上部に示す(試験例３)。
【００６８】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にして楽弓を得た。得られた楽弓によりバイ
オリンのＥ線のフォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃ
ｉｔｙにより調べ、その結果を図８の下部に示す(比較試験例３)。
【００６９】
　図８より、試験例３の波形は比較試験例３に比して低音第１倍音、高音側第１，２，３
，４，５倍音が増加しているものと認められる。
【００７０】
　試験例４および比較試験例４
　実施形態1の作成法にしたがって楽弓を得た。得られた楽弓によりバイオリンのＥ線の
ピアノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ
、その結果を図９の上部に示す(試験例４)。
【００７１】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にして楽弓を得た。得られた楽弓によりバイ
オリンのＥ線のピアノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉ
ｔｙにより調べ、その結果を図９の下部に示す(比較試験例４)。
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【００７２】
　図９より、試験例４の波形は比較試験例４に比して低音第１倍音、高音側第１，２，３
，４，５倍音が増加しているものと認められる。
【００７３】
　試験例５および比較試験例５
　実施形態２の作成法にしたがってバイオリンを得た。すなわち、バイオリンの表板およ
び裏板に下塗りおよび上塗りをシェラックニスにより行い、ヒートガンにより加熱し、つ
いで所定期間養生し、しかる後に弦を張ってバイオリンを得た。得られたバイオリンのＡ
線のフォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙによ
り調べ、その結果を図１０の上部に示す(試験例５)。
【００７４】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてバイオリンを得た。得られたバイオリ
ンのＡ線のフォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔ
ｙにより調べ、その結果を図１０の下部に示す(比較試験例５)。
【００７５】
　図１０より、試験例５の波形は比較試験例５に比して波形およびそのピークが鋭い偏角
を有しているのが認められる。これは、第２倍音より高音側の倍音成分が増加したためと
推察される。
【００７６】
　試験例６および比較試験例６
　実施形態２の作成法にしたがってバイオリンを得た。得られたバイオリンのＡ線のピア
ノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、そ
の結果を図１１の上部に示す(試験例６)。
【００７７】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてバイオリンを得た。得られたバイオリ
ンのＡ線のピアノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙ
により調べ、その結果を図１１の下部に示す(比較試験例６)。
【００７８】
　図１１より、図６および図７で述べた両方の特徴が表れているのが認められる。これは
、低音、基音、第１倍音に対し、高音側の第２，３，４，５倍音成分が縦軸に線対称に繋
がった結果と想定される。つまり、第２倍音より高音側の倍音成分が一定以上の卓越した
倍音構造に変化したものと推察される。
【００７９】
　試験例７および比較試験例７
　実施形態２の作成法にしたがってバイオリンを得た。得られたバイオリンのＥ線のフォ
ルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、
その結果を図１２の上部に示す(試験例７)。
【００８０】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてバイオリンを得た。得られたバイオリ
ンのＥ線のフォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔ
ｙにより調べ、その結果を図１２の下部に示す(比較試験例７)。
【００８１】
　図１２より、高音側の第２倍音より高音の倍音成分が増加してピークの偏角が鋭くなっ
ているのが認められる。
【００８２】
　試験例８および比較試験例８
　実施形態２の作成法にしたがってバイオリンを得た。得られたバイオリンのＥ線のピア
ノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、そ
の結果を図１３の上部に示す(試験例８)。
【００８３】
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比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてバイオリンを得た。得られたバイオリ
ンのＥ線のピアノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙ
により調べ、その結果を図１３の下部に示す(比較試験例８)。
【００８４】
　図１３より、高音側の第２倍音より高音の倍音成分が増加して波形が明瞭になっている
のが認められる。
【００８５】
試験例９および比較試験例９
　実施形態４の作成法にしたがってバイオリンを得た。すなわち、バイオリンの表板およ
び裏板に下塗りをシェラックニスにより行い、ヒートガンにより加熱し、ついでオイルニ
スによる上塗りをして所定期間養生し、しかる後に弦を張ってバイオリンを得た。得られ
たバイオリンのＡ線のフォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕ
ｄａｃｉｔｙにより調べ、その結果を図１４の上部に示す(試験例９)。
【００８６】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてバイオリンを得た。得られたバイオリ
ンのＡ線のフォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔ
ｙにより調べ、その結果を図１４の下部に示す(比較試験例９)。
【００８７】
　図１４より、試験例９の波形は比較試験例９に比して第１倍音に対して低音側および高
音側の第２倍音の比が高まった場合に現れる特徴が認められる。
【００８８】
試験例１０および比較試験例１０
　実施形態４の作成法にしたがってバイオリンを得た。得られたバイオリンのＡ線のピア
ノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、そ
の結果を図１５の上部に示す(試験例１０)。
【００８９】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてバイオリンを得た。得られたバイオリ
ンのＡ線のピアノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙ
により調べ、その結果を図１５の下部に示す(比較試験例１０)。
【００９０】
　図１５より、高音側の第４倍音および第５倍音の音響レベルが顕著に増加しているのが
認められる。
【００９１】
試験例１１および比較試験例１１
　実施形態４の作成法にしたがってバイオリンを得た。得られたバイオリンのＥ線のフォ
ルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、
その結果を図１６の上部に示す(試験例１１)。
【００９２】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてバイオリンを得た。得られたバイオリ
ンのＥ線のフォルテ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔ
ｙにより調べ、その結果を図１６の下部に示す(比較試験例１１)。
【００９３】
　図１６より、試験例１１の波形は比較試験例１１に比して第１倍音に対して低音側およ
び高音側の第２倍音の比が高まった場合に現れる特徴が認められる。
【００９４】
試験例１２および比較試験例１２
　実施形態４の作成法にしたがってバイオリンを得た。得られたバイオリンのＥ線のピア
ノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、そ
の結果を図１７の上部に示す(試験例１２)。
【００９５】
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比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてバイオリンを得た。得られたバイオリ
ンのＥ線のピアノ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙ
により調べ、その結果を図１７の下部に示す(比較試験例１２)。
【００９６】
　図１７より、試験例１２の波形は比較試験例１２に比して第１倍音に対して低音側およ
び高音側の第２倍音の比が高まった場合に現れる特徴が認められる。
【００９７】
試験例１３および比較試験例１３
　実施形態３の作成法にしたがってギターを得た。すなわち、ギターの表板および裏板に
下塗りおよび上塗りをシェラックニスにより行い、ヒートガンにより加熱して所定期間養
生し、しかる後に弦を張ってギターを得た。得られたギターのＡ線のディケイ状態の発音
をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、その結果を図１
８の上部に示す(試験例１３)。
【００９８】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてギターを得た。得られたギターのＡ線
のディケイ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより
調べ、その結果を図１８の下部に示す(比較試験例１３)。
【００９９】
　図１８より、試験例１３の波形には、高音側の倍音成分が増加した場合における特徴的
な振幅が認められる。
【０１００】
試験例１４および比較試験例１４
　実施形態３の作成法にしたがってギターを得た。得られたギターのＡ線のサステイン状
態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、その結
果を図１９の上部に示す(試験例１４)。
【０１０１】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてギターを得た。得られたギターのＡ線
のサステイン状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙによ
り調べ、その結果を図１９の下部に示す(比較試験例１４)。
【０１０２】
　図１９より、試験例１４の波形には、高音側の倍音成分が増加した場合における特徴的
な振幅が認められる。
【０１０３】
試験例１５および比較試験例１５
　実施形態３の作成法にしたがってギターを得た。得られたギターのＥ線のディケイ状態
の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、その結果
を図２０の上部に示す(試験例１５)。
【０１０４】
比較のために加熱処理をしなかった他は同様にしてギターを得た。得られたギターのＥ線
のディケイ状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより
調べ、その結果を図２０の下部に示す(比較試験例１５)。
【０１０５】
　図２０より、試験例１５の波形には、高音側の倍音成分が増加した場合における特徴的
な振幅が認められる。
【０１０６】
試験例１６および比較試験例１６
　実施形態３の作成法にしたがってギターを得た。得られたギターのＥ線のサステイン状
態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙにより調べ、その結
果を図２１の上部に示す(試験例１６)。
【０１０７】
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のサステイン状態の発音をＷＡＶ形式にて録音保存し、解析ソフトａｕｄａｃｉｔｙによ
り調べ、その結果を図２１の下部に示す(比較試験例１６)。
【０１０８】
　図２１より、試験例１６の波形には、高音側の倍音成分が増加した場合における特徴的
な振幅が認められる。
【０１０９】
　以上、本発明を実施形態および実施例に基づいて説明してきたが、本発明かかる実施形
態および実施例のみに限定されるものではなく、種々改変が可能である。
【０１１０】
　例えば、本実施形態では、シェラックニス層の形成は外表面にのみとされているが、内
表面に形成されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１１１】
　本発明は、音楽産業に適用できる。
【符号の説明】
【０１１２】
　１０　　　主クランプ
１１　　　上部クランプ部材
１１ａ　　上部クランプ部
１１ｂ　　ネジ部
１１ｃ　　把持部
１２　　　下部クランプ部材
１２ａ　　下部クランプ部
１２ｂ　　下部水平腕部
１２ｃ　　垂直ガイド部
１３　　　連結部材
　２０　　　側板クランプ
２１　　　ターンバックル
　２２　　　下側ネジ部材
２３　　　上側ネジ部材
２３ａ　　水平部
　２４　　　ベース
　２６　　　衝立
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